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研究成果の概要（和文）：文字の読み書きに著しいつまずきのある発達性ディスレクシアは、小学校入学後に初
めて診断を受けるものの、既に著しい学習困難に陥っていることが少なくない。そのために、就学前の段階で早
期に発見し、適切な支援を行うことが効果的とされる。この研究では、ディスレクシアの可能性のある子どもを
年長の段階で発見し支援につなげるための方法を、心理学・教育学・認知神経科学の観点から開発した。そし
て、年長の時点から行うことが可能な支援の方法を、神経生物学的エビデンスに基づいて提案することを達成し
た。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to develop a method for early identification of 
children at risk of developmental dyslexia. Most of Japanese dyslexic children have been in 
difficult situation regarding their learning in schools without any special interventions due to 
delayed diagnosis. Thus, we focused on the early identification of children younger than elemental 
school age, and developed new evaluation items to assess early symptoms of reading and writing 
difficulty in infants. Based on a series of interdisciplinary researches like cognitive 
neuroscience, education, and psychology, we succeeded in developing the method and predicting the 
risk of the children with a high degree of accuracy. This early identification enabled us to provide
 effective early treatments for children at risk of developmental dyslexia.

研究分野：特別支援教育
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１．研究開始当初の背景 
発達性ディスレクシア（Developmental 
Dyslexia: DD）への支援・教育は整備が進ん
でいる。一方、就学後に DDの診断をうける
可能性が高い児、いわゆる「リスク児」の早
期発見や早期発見後の支援は遅れている。そ
の背景には、リスク児の神経学的病態の不透
明さ、神経生物学的エビデンスに基づいたア
セスメントツールの未開発、が挙げられる。
特に本邦では、英語圏とは異なる神経学的病
態が示唆されており（Kita et al., 2013; 
Brain）、日本語圏独自の早期発見・早期支援
体制の整備が急務と考えられる。早期発見・
支援の整備を到達することは、DD 児への直
接の支援展開のみならず、学習困難による不
登校等の二次障害の回避、保幼小連携に基づ
いたDD児への支援システム構築など社会的
な発展につながると期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の二点である。 
(1) 就学前は文字の学習・習得が必須とされ
ない。それゆえに、就学前での早期発見は読
み書き「そのもの」の評価ではなく、読み書
きの「獲得」に関わる神経学的基盤の解明が
求められる。本研究では読み書きの「獲得」
に関わる神経学的基盤とその異常の解明を
目的とする。 
 
(2)上記から読み書きの「獲得」に着目した
早期発見方法の開発を第二の目的とした。特
に就学前期では、各児一人一人に実施する個
別検査を用いてスクリーニングすること現
実的に難しい。そこで、保育士や幼稚園教諭
など現場の教職員が行えるように、行動観察
に基づいたスクリーニング項目の開発を目
的とした。その上で効果的な早期支援方法の
提案や導入を目指した。 
 
３．研究の方法 
(1)読み書きの「獲得」に関わる認知的要因
として、音韻認識・大細胞系視知覚・視空間
ワーキングメモリーなどに着目し、神経生理
学的手法による検討を行った。そのうちの一
つとして音韻認識（Goto, Kita et al., 2015）
に関わる研究を記述する。小児 103 名を対象
に、音韻認識に関わる脳機能を計測した。課
題は音韻操作を要求するものとして、日本語
による逆唱課題を実施した。課題実施中の脳
血流動態を近赤外線スペクトロスコピーを
用いて計測した。計測部位は前頭部を中心と
して両側腹外側前頭前野とした。音韻操作能
力と脳活動の関連を検討した。 
 
(2)就学前における早期発見に向けた評価項
目の開発と、有用な評価項目の抽出を目的と
した。対象を延べ 789 名の就学前児として、
面接法にて児の評価を行った。評価項目は、
音韻認識や視覚認知などの読み書きに関わ
る 20 項目を設定した。更に、児の読み能力

について個別検査をした上で、DD のリスク群
を特定するとともに、項目応答理論を用いた
解析から早期発見に有用な評価項目の抽出
を行った。また、2 年にわたるコホート調査
を実施し、実際にリスク児が診断域に入るか
否かを合わせて検討した。 
 
４．研究成果 
(1)音韻操作の責任部位として、両側腹外側
前頭前野の関与が明らかとなった。特にこの
領域では、音韻認識の成熟・発達に伴い活動
の側性化が認められた（図）。すなわち、低
年齢において音韻認識が弱く読み書きの習
得が初期の場合には、両側の活動が亢進する。
一方、音韻認識が発達し、読み書きの習得が
ほぼ完了するに伴い、右側優位の活動を示し
た。このことから、音韻認識は日本語におい
て、読み書き障害の「早期発見」の認知マー
カーであると神経学的にも裏付けられた。こ
の他には、大細胞系視知覚に関わる高次視覚
野の活動低下や視空間性ワーキングメモリ
ーに関わる右下前頭回の活動関与などを明
らかにした。以上より、日本語話者における
神経学的病態として、複数の脳の責任部位の
関与が示唆され、神経生物学的エビデンスに
基づいた早期発見のための認知要因が明ら
かとなった。 

図．音韻操作に関わる脳機能の発達的変化 
 
(2)早期発見のための評価項目は、全児に対
して実施可能であった。得られたデータに基
づいて因子分析や構造方程式モデリングに
よる解析から、安定的な因子構造、識別力、
等質性および再検査信頼性が示された。また、
個別検査から評価項目の基準関連妥当性も
良好であると判断された。項目応答理論を用
いた解析から早期発見に有用な5つの評価項
目を抽出し、この 5項目による健常群と読み
書き障害リスク群との弁別は、感度・特異度
ともに 85％以上を示した。更に、前向きコホ
ート調査を完遂し、就学前の評価から、就学
後の読み書き障害の診断を予測する精度は、
診断一致率 83.7%と高値を示した。これらよ
り、開発・選定した評価 5項目は、読み書き
障害の早期発見において有用かつ実用的な
研究成果と考えられた。これらの結果をもと
に、効果的な早期支援方法の提案を行い、一
部の園などに先駆的な早期支援方法を取り
入れることに成功した。 
 
以上より、DDの早期発見に向けて、神経生物



学的エビデンスに基づいたアセスメントツ
ールの開発と早期支援の体制の提案が達成
できたものと考えられた。今後は、他言語に
も共通した DD の神経生物学的マーカーの検
討を行い、字の習得が開始されない乳児期か
ら実施可能な極早期支援と、神経学的エビデ
ンスに基づいた支援・教育の展開が望まれる
と考えられた。 
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